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　全国学力・学習状況調査の結果等を活用・分析して明らかになった課題のうち、市内の学校
が共通して解決を求める課題について、登別市学力向上アクションプランを策定し、教育委員
会と学校が連携しながら教育活動の改善に取り組んだ。
　調査・研究では、登別市立幌別小学校を推進校に登別市立幌別東小学校と登別市立登別小学
校を協力校と位置付け、指導方法や指導体制の工夫改善を通して「学ぶ意欲をはぐくむ」、
「活用する力を高める」、「学習習慣を身に付けさせる」ことを柱とする「学力向上アクショ
ンプラン」の実践的な検証を図り、全小学校にその成果の普及・啓発に努めた。
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0

26年度
目　標

13 0

根拠法令等

手
段
（

事
業
の
内
容
・
活
動
）

　子どもたちの学力向上のための取組として、新学習指導要領（平成２３年度実施）の円滑な実施に向
けた教材開発、指導方法についての調査研究、全国学力・学習状況調査の結果を活用した調査研究、学
校図書館の有効的な活用方法に関する調査研究、環境教育に関する取組を活用した調査研究を実施し、
学校における子どもたちの確かな学力の育成を図ることを目的とする。

目的

（目的を達成するためにどのような手法で行うのか、事業の概要を具体的に記載してください）

成果

事務事業番号 事務事業コード ２２

一般会計会計種別

２２事業開始年度52111005

確かな学力の育成に係る実践的調査研究経費

事業終了年度

施策

　市内の小学校において、全国と比べて基礎的・基本的な内容を活用する力の育成に課題が見
られることや学校間の学力に差があることなど、これまでの全国学力・学習状況調査の結果か
ら明らかになった課題を解決するために、「学ぶ意欲をはぐくむ」、「活用する力を高め
る」、「学習習慣を身に付けさせる」ことを柱とする「学力向上アクションプラン」を策定す
る。
　また、市内に推進校と協力校を位置付け、指導方法、指導体制の工夫改善を通して「学力向
上アクションプラン」の実践的検証を図り、その成果を市内の学校に普及・啓発する。
　推進校においては、特に、全国学力、学習状況調査の調査問題を活用した授業改善に重点的
に取り組む。
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豊かな個性と人間性を育むまち
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名称

名称

名称

名称

名称

※評価の種類
　◆拡大（事務事業の規模や経費を拡大し、これまで以上に強力に推進する事務事業）
　◆維持（現状の対象や目指す姿、手段などに変更が無く、今後も実施する事務事業）
　◆改善（現状の手段や経費などを見直し、成果指標の向上等を行う必要がある事務事業）
　◆休止（暫定的に休止する事務事業）
　◆終了（当初から決められていた事業期間が終了または成果品等が完成し、目的を果たした事務事業）
　◆廃止（当該事務事業の予定を変更し、廃止する事務事業）
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終　了

千円 0

左記の評価
を選択した
具体的な理
由（根拠）

　平成２２年度の北海道教育委員会からの委託業務（平成２２年度確かな学力
の育成に係る実践的調査研究）であるため。

0

0

0

0

0

0

0

嘱 託 員

担当グループによる事務事業評価の内容

0

0

0
千円
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千円（参考）
上記事業を実施する上で
必要となる人件費
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事業費の推移
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事業の
財源内訳

道支出金

千円国庫支出金

地方債

平成２２年度確かな学力の育成に係る実践的調査研究委託金

合　　計

千円

単位区　　　分

　平成２２年度の北海道教育委員会からの
委託業務（平成２２年度確かな学力の育成
に係る実践的調査研究）であるため。

◎ 削減できない
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成果を落とさずにコ
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◎
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 ２．事務事業の成果について

0千円

職　　員

臨時職員

478

0

24年度
見込

24～26
年度

 １．事務事業の妥当性について

今後も市が事業主体
として実施していく
ことは妥当ですか？

◎妥当である
　市内の小学校において、基礎的・基本的な内
容を活用する力の育成を図るため市が本事業を
行うことは妥当である。｛平成２２年度の北海
道教育委員会からの委託業務（平成２２年度確
かな学力の育成に係る実践的調査研究）であ
る。｝

妥当ではない

妥当である理
由、妥当ではな
い理由は何です
か？

どちらかといえば
あがっている

 ３．事務事業の成果向上について

成果はあがっていま
すか？

◎

担当グループによる評価

　市内全学校の特色ある取組をまとめた
「全国学力、学習状況調査を活用した授業
改善実践事例集」を作成し、市内の学校に
配布することで、さらなる成果の普及を
図った。

 ４．事務事業の経済性・効率性について

成果があがってい
る 成果があがって

いる理由、あが
らない理由はな
んですか？

成果があがらない

　市内の学力向上の取組を授業公開や教育
フォーラムにおいて発表し、指導方法、指
導体制の工夫の在り方について、成果の普
及啓発を図ったため。

どのようにして
向上させます
か？
向上させること
ができない理由
は何ですか？


